
中
森
秀
樹
ニ
ュ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
会
長ＤＬＣ成膜技術と工業的応用

適
切
な
利
用
促
す
国
際
標
準
化
を
推
進

図ＤＬＣ膜の概念

表ＤＬＣの分類・用途（案）

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １１月２９日 木曜日 　　

■
　Ｄ
Ｌ
Ｃ
と
は
？

　
Ｄ
Ｌ
Ｃ
と
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ラ
イ
ク
カ
ー
ボ
ン

Ｄ
ｉ

ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
―
Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
　

Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ

と
呼
ば

れ
、
図
の
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
と
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
間

に
位
置
す
る
。

　
中
間
に
位
置
す
る
材
料
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る

か
を
考
え
る
と
、
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の

魅
力
が
理
解
で
き
る
と
思

う
。
ま
ず
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
考
え
て
み
る
。
自
然
界
の

中
で
は
最
も
固
い
と
い
わ

れ
、
結
晶
構
造
的
に
は
立
方

晶

ｓ
ｐ
３
結
合

で
あ

る
。
ゆ
え
に
高
絶
縁
体
で
あ

り
、
熱
伝
導
率
が
非
常
に
高

い
。
一
方
、
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト

は
結
晶
構
造
的
に
は
六
方
晶

ｓ
ｐ
２
結
合

の
積
み
重

ね
で
柔
ら
か
く
、
良
導
体
で

あ
り
、
潤
滑
性
の
高
い
特
性

を
持
つ
。

　
Ｄ
Ｌ
Ｃ
と
は
こ
の
対
極
的

な
性
質
を
持
つ
材
料
で
あ
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
グ
ラ
フ
ァ

イ
ト
の
良
い
と
こ
取
り
を
図

っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
炭

素
で
構
成
さ
れ
て
い
な
が
ら

結
晶
構
造
の
違
い
で
、
幅
広

い
特
性
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

こ
と
で
高
度
な
魅
力
を
有
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
ｓ
ｐ

２
の
ｓ
ｐ
３
比
率
と
水
素
含

有
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
あ
る
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
は
ミ

ク
ロ
的
に
は
ｓ
ｐ
２
と
ｓ
ｐ

３
の
そ
れ
ぞ
れ
の
結
晶
構
造

が
局
在
す
る
が
、
マ
ク
ロ
的

に
は
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｄ
Ｌ
Ｃ
と
は

デ
ザ
イ
ン
で
き
る
炭
素
薄
膜

で
あ
る
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に

近
い
Ｄ
Ｌ
Ｃ
、
グ
ラ
フ
ァ
イ

ト
に
近
い
Ｄ
Ｌ
Ｃ
が
存
在

し
、
使
用
用
途
を
間
違
え
る

と
、
ま
っ
た
く
使
い
物
に
な

ら
な
い
危
険
性
を
持
つ
。
た

だ
、
い
ず
れ
の
Ｄ
Ｌ
Ｃ
で
も

炭
素
材
料
で
あ
る
た
め
に
化

学
的
安
定
性
は
基
本
的
に
は

有
し
て
い
る
。

■
　産
業
用
途
の
実
際

　
Ｄ
Ｌ
Ｃ
膜
は
一
般
的
に
は

高
硬
度
、
高
耐
摩
耗
性
、
低

摩
擦
係
数
、
高
絶
縁
性
、
高

化
学
安
定
性
、
高
ガ
ス
バ
リ

ア
ー
性
、
高
耐
焼
き
付
き

性
、
高
生
体
親
和
性
、
高
赤

外
線
透
過
性
な
ど
の
特
徴
を

有
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
表
面
が
平
た
ん
で
２
０

０
度
Ｃ
程
度
の
低
温
で
合
成

で
き
る
こ
と
か
ら
、
電
気
・

電
子
機
器

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
集
積

回
路
な
ど

や
切
削
工
具

ド
リ
ル
、
エ
ン
ド
ミ
ル
、

カ
ミ
ソ
リ
な
ど

、
金
型

光
学
部
品
、
射
出
成
形
な

ど

、
自
動
車
部
品

ピ
ス

ト
ン
リ
ン
グ
、
カ
ム
関
連
部

品
、
ク
ラ
ッ
チ
板
、
イ
ン
ジ

ェ
ク
タ
な
ど

、
光
学
部
品

レ
ン
ズ
な
ど

、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
酸
素
バ
リ
ア
ー

膜
、
衛
生
機
器

水
栓

、

レ
ン
ズ
・
窓
、
装
飾
品
な
ど

幅
広
く
応
用
さ
れ
始
め
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
各
種
硬
質

膜
の
中
で
も

Ｇ
Ｐ
ａ
以
上

の
高
い
硬
度
に
よ
る
、
優
れ

た
耐
摩
耗
性
と
低
い
摩
擦
係

数
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
機

械
部
品
の
保
護
膜
と
し
て
需

要
が
加
速
度
的
に
増
大
し
て

い
る
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
分
類
と
応

用
の
関
係
を
大
ま
か
に
表
に

ま
と
め
た
。
用
途
に
応
じ
た

Ｄ
Ｌ
Ｃ
膜
が
う
ま
く
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

■
　国
際
標
準
化

　
今
後
Ｄ
Ｌ
Ｃ
が
世
界
の
産

業
界
で
適
切
、
的
確
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
一

般
社
団
法
人
ニ
ュ
ー
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｎ
Ｄ

Ｆ

は
２
０
０
９
年
度
よ
り

年
度
ま
で
、
Ｄ
Ｌ
Ｃ
国
際

標
準
化
の
準
備
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
年
度
よ
り

Ｄ

Ｌ
Ｃ
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
評
価

法

Ｄ
Ｌ
Ｃ
分
類

Ｄ
Ｌ
Ｃ

分
類
の
た
め
の
光
学
的
評
価

方
法
の
提
案
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

に
つ
い
て
は
す
で

に
提
案
済
み
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｌ
Ｃ
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ

ー
評
価
法

　
評
価
法
の
標
準
化
に
お
い

て
重
要
な
こ
と
は
、
測
定
さ

れ
た
値
の
信
頼
度
の
確
立
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
測
定
で

も
、
不
確
か
さ
が
生
じ
る
こ

と
は
避
け
よ
う
が
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
Ｄ
Ｌ
Ｃ
ト
ラ
イ

ボ
ロ
ジ
ー
の
評
価
法
で
は
従

来
の
ピ
ン
オ
ン
デ
ィ
ス
ク
法

で
の
不
確
か
さ
を
推
定
し
、

デ
ー
タ
の
精
度
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
不
確
か
さ
の
推

定
法
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
１
７
０
２
５

※
注

の

運
用
に
よ
り
確
立
し
て
い

る
。

　

Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
分
類

　
分
類
を
適
切
に
行
う
事

で
、
産
業
用
途
が
的
確
に
決

定
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

表
の
よ
う
に
分
類
案
・
用
途

候
補
案
を
検
討
し
て
い
る
。

分
類
を
行
う
フ
ァ
ク
タ
ー
と

し
て
ｓ
ｐ
３
比
、
密
度
ρ
、

水
素
含
有
率
量
を
用
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ク
タ
ー

に
よ
る
分
類
だ
け
で
Ｄ
Ｌ
Ｃ

の
特
性
を
全
て
決
定
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
大
枠
の

産
業
的
用
途
の
分
類
に
は
適

用
で
き
る
も
の
と
し
て
検
討

し
て
い
る
。

　

光
学
的
評
価
方
法

　
分
類
を
定
義
す
る
ｓ
ｐ
３

／
ｓ
ｐ
２
の
結
合
比
、
水
素

含
有
量
、
密
度
ρ
を
研
究
機

関
で
な
い
会
社
が
測
定
す
る

こ
と
は
現
実
的
に
は
不
可
能

で
あ
る
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
産
業
利

用
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、

現
場
で
簡
便
に
、
瞬
時
に
非

破
壊
で
直
接
測
定
を
行
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

利
便
性
の
高
い
光
学
的
評
価

方
法
の
確
立
が
Ｎ
Ｄ
Ｆ
に
よ

り
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
具
体

的
に
は
分
光
エ
リ
プ
ソ
メ
ー

タ
に
Ｄ
Ｌ
Ｃ
解
析
ソ
フ
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
り
、
用
途
別
判
断
が
可
能

と
な
る
。

■
　お
わ
り
に

　
Ｄ
Ｌ
Ｃ
標
準
化
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
従
来
か
ら
懸
念

さ
れ
て
い
た
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
用
途

選
択
ミ
ス
に
よ
る
金
銭
的
損

失
や
時
間
的
浪
費
が
緩
和
さ

れ
る
。
ま
た
真
の
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の

特
性
が
正
当
評
価
さ
れ
、
産

業
界
へ
さ
ら
な
る
貢
献
が
期

待
で
き
る
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ｌ
Ｃ
へ
の
見
識

が
高
く
な
い
方
々
に
も
安
心

し
て
利
用
い
た
だ
け
、
Ｄ
Ｌ

Ｃ
産
業
の
す
そ
野
の
広
が
り

が
顕
著
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

※
注

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
１
７
０
２
５
　
試
験
ま
た

は
校
正
を
行
う
能
力
に
関
す

る
一
般
要
求
事
項
を
規
定
し

た
規
格
で
、
試
験
所
認
定
制

度
と
呼
ば
れ
る
試
験
所
の
た

め
の
国
際
認
定
規
格
。
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